時系列データ解析からの帰納的熱力学(基研研究会「非平衡系の新局面-運動・機能・構造-」,研究会報告) by 長谷川, 博 et al.
Title時系列データ解析からの帰納的熱力学(基研研究会「非平衡系の新局面-運動・機能・構造-」,研究会報告)
Author(s)長谷川, 博; 鷲尾, 隆; 石宮, 由香里











































































仕事 W ARMA も同様に計算した｡我々は実際のデータと人工データで解析を
行った結果は以下のような過剰発熱を測定した｡
WNS≧W ARMA≧F(pf)-F(pi)
謝辞 :中性子雑音データ使用を許していただいた､摂南大学工学部山田澄先
生の御好意に深く感謝いたします｡
参考文献
l]H.H･HasegawaT･WashioandY･Ishimiya:LNAI1721Springer-
Verlag(1999)326;LNAI1967Springer-Verlag(2000)304･
詳しくはLNAIに現在投稿中論文を参照下さい｡
【2】尾崎統 北川源四郎 共編:時系列解析の方法,朝倉書店(1995)･
[3]K･Sekimoto:J･Phys･Soc･Japan,66(1997)1234;
K.SekimotoandS.Sasa:ibid.3326.
【4】K･TbmitaandH･Tbmita:Prog･Theor･Phys･51(1974)1731･
囲 我々は揺らぎ循環のある場合について具体的に研究したが､最近
非平衡定常状態熱力学についてより一般的でエレガントな理論が
導出されている｡
Y.OonoandM･Paniconi:Prog･Theor･Phys･Suppl,130(1998)29;
!.･aeaktia::taoipdrOs?･sTAea?rFhys完SeuvTLlitlt?,08(61(929.8.)l)7i463;
H.TasakiandS.Sasa:基研研究会(2001).
[6]K.Kishida,S･Kanemoto,T･SekiyaandK･Tbmita:
J.NuclearSci.Tech.13(1976)161.
- 337 -
